




















































1 Alejandro Valignano, Apología de la Compañía de Jesús de Japón y China [1598], ed. José Luis 











































# 名前 国籍 生年 出身地 日本入国 入会年 没年 備考 





P.João Pedro Crasso 
(Grasso) 
It. 1551 ミラノ 1586.08 1570 1588.05  
3 Ir. Lourenço 了斎 Jap. 1564 白石（平戸）  1561 1592.2.3 
ザビエルより受洗 琵琶
法師 
4 P. Sebastião Gonçalves Por. 1533  1572  1597.04.09 司祭叙階 
5 P. Luis Frois Por. 1532 リスボン 1563.07.06 1548 1597.07.08. 横瀬浦着 
6 P. Antonio Lopes Por. 1548 リスボン 1576.06 1565? 1598  
7 P. Pedro Gomez Es. 1535 アンテケラ 1583 1553 1600.02.21 1559司祭叙階 
 
4 Linschoten, “Discours of Voyages” London, 1598, p.397より拙訳。最近この史料がインター
ネット上で閲覧可能になった。 





8 P. Alonso Gonzalez Es. 1546? ガリシア? 1576.06 1567-8 1601.02.23  
9 Ir. Francisco de Oliveira Por.  マカオ 
1603 
(1602?) 
1602 1604 長崎? 
10 P. Baltasar Lopes Por. 1535 ヴィラヴィコサ 1570.06.18 1561 1605.12.03 
「大ロペス」と呼ばれ
た。 




It. 1533 アストロ 1570.06.18 1556 1609.04.22. 志岐着 




14 P. Pedro Ramón Es. 1549 バスティダ 1577 1570 1611.08 1572にローマ滞在 
15 
P. Jovanni Francesco 
Stephanoni 
It. 1540? ローマ 1574 1560 1612.02.26? 1566司祭叙階 
16 P. 伊東 Mancio Jap. 1570? 日向都於郡  1591 1612.11.13 
使節正使1601 Macao, 
1604 帰国 
17 P. 平林 Mancio Jap. 1571? 豊後  1595.10 1615.3.21 帰国後病死 
18 
Ir. (秋月)Damian de la 
Cruz 



























文庫』南窓社 1981と、松田毅一『近世初期日本関係 南蛮史料の研究』 風間書房、1967年を参考して頂
きたい。 




志岐 (1568-71)、長崎 (1575-77) 口之津 (1579)。  
 
２、ピエトロ・クラッソ Juan Pietro Crasso 
彼については情報が乏しいが、「イタリアのミラノ出身、37歳、入会してから17年間。勉強を終えて
から1586年に日本に送られ、日本語を覚えてから大いに期待されたがわずか二年後の1588年に長崎で
亡くなった。」（Jap.Sin. 25 f 54vより拙訳）とあるので、本部と関わる会員だったことが確認できる。 
 























8 現存する本人による史料、（尾原悟編『キリシタン文庫』南窓社 1981 p.371より。第一資料を網羅したこ
の研究を、尾原『キリシタン文庫』と略す。）Jap.Sin. 6，128-129v, 130-132v, 212-214v, 215-219v, 248-251v， 
289-292v, 293-296v; 7 I，70-71v, 7 II，281-283v 7 III，277-280v, 8 I, 121v-122; マドリード BRA, 
Cortes 562, 46-50, 50v-51bis, 129-134,175 
9 史料（尾原『キリシタン文庫』p.391より）Jap.Sin. 5, 30-35v, 112-113v, 116-122v, 123-130V, 135-135v 
136-139V, 140-143V, 144-147v, 148-151v, 184-194v, 195-206v, 214-220v, 221-224v, 225-230v, 231-236v, 
237-240v, 241-247V, 248-252V, 253-258v, 259-264v, 265-266v, 267-268v, 269-270v, 277-280v, 281-284v, 
285-288v, 6, 113-114v, 
115-115v,116-119v,120-123v,183-188v,220-222v,223-225v,226-227v,307-311,311-312v,318-321v, 7 I, 
63-65v, 91-92v, 130-136v, 137-137av, 231-234v, 255-258v,7 II,11-15, 15-16v, 113-120v, 138-143, 
143v-145v; 235-238, 238-240v, 7 III, 39-52v, 53-58v, 59-62v, 66-67v 93-94v, 121-126v, 127-129v, 
146-149, 149-150v, 8 I,113-119v,176-176v, 225-226v, 8 II 101-103, 124-127v, 154-159v, 8 III, 
83-100v, 142-148v,148v-153; 251-252, 252v-253? 253-254, 9 I 5-6v, 7-8v 3 9-12, 12-14, 39-40v, 83-84v, 
94-95v,96-105v, 151-162V, 9 II, 236-241v, 242-247v, 248-256v, 270-279v, 280-290v, 309-314av, 





















アジュダ文書館, 49-IV-59, f. 390v-391より拙訳。） 
 
 
                                                                                    
60-64v,138-139v, 11 II, 301-302v, 12 I, 96-97v 5 112-113V, 148-149v, 12 II, 347-348v, 
355-356v,22,l-23v, 244r-249v, 45 I, 56-76av, 130-133V, 45 II, l-14v, 84-95v 96-100v, 101-120v, 
128-129v, 46, 274-297v, 298-317v, 50, 19-42v, 43-52v, 53-58v, 59-80v, 81-96v, 97-130v, 51 18-43v; 
44-62v, 63-82v, 83-102v, 103-139v, 276-298v, 299-302v, 303- 370v, 52, 85-117v, 124-171v 179-230v, 
231-250v, 53, l71v, 54, 16-30v, 32-48v, Ajuda Jesuitas na Asia 49_IV_49 147-153v 234v-253v, 
276v-279s 49-IV-50, 91v-94v, 98-108, 113-120v, 120v-131v 205-213, 213v-234, 234-242V, 283v-285, 
295-296, 302-302v, 312-313, 333v-335, 337v-338, 350-354, 354v-357v, 363v-366v, 400, 506-511v, 
536-541, 613v-614, 614v-615, 49-IV-54, 14-23, 49-IV-57, 1-294, BRA Jes. 21, 247-286v, Cortes 5 
62s 60-60v, 61-61v, 65-66, 66v-74, 74-03v, 110-123v, 124-127, 135-141v, 164-174v, 186- 200v, 
253-254, 254v-258, 371-378v, 429-438, 453-484v, 490-514, 566, 285-286v3 299-308v, BM Add.Mss. 9859, 
1-8v 5 9-18v 
10 史料、（尾原『キリシタン文庫』p.379より）Jap.Sin.9 I，51-53V，85-86v，108-109V,130-132v，9 II，
177-178v 179-181v，298-299v, 300-301v, 10 I，11-12v，19-20v，58-59v 64-65v，10 II,161-162v，176-177v，
264-265v， 266-267v，310-311v, 11 I，60-64v，129-130v, 134-135v, 11 II，257-258v, 298-299v，303-304v, 
305-306v, 12 I，104-105v 168-169v，170-171v, 182-183v，12 II 243-243v，259-260v，268-269v，270-271v, 
13 I，7-8v, 123-124v, 128-129v，143-144v，154-155v，13 II，196-198v，210-211v，45 II 128-129v，
52，1-40，251-266v，270-304, 304-311v，53, 112-141v，142-149v, 156-179v，マドリード Cortes 562, 
448-450，565，l-18v，341，566, 273-276v, 283-284V, 285-286v, 567, N.6 62, ロンドン BM, Add. Mss. 
9858,10v-14, 9860, 61-62 
11 詳細は、井手勝美訳「日本イエズス会第一回協議会(一五八〇-八一年)と東インド巡察師ヴァリニャーノの 
裁決(八二年)」『キリシタン研究』第二二輯 (1983年) 328ページ。 
12 史料、（尾原『キリシタン文庫』p.400より）Jap. Sin. 9 I, 106-107v， 9 II，234-235v，317-317v, 10 












13、ゴンザロ・レベーロ Gonzalo Rebello 
「長い間日本で働いたポルトガル出身、二人の年輩神父、バルタサル・ロペスとゴンザロ・レベーロ
でした。」（フィリッピン管区長ロペス宛てパシオ神父書簡、長崎より1609年2月24日付 Cortes 565 
95-96v14） 
  
















13 史料、（尾原『キリシタン文庫』p.374より）Jap.Sin. 6, 257-258v, 267-273v, 274-278v, 279-280v, 284-286v, 
287-288v, 8 I ,122v-123v, 177-178v, 179-180v, 8 II,108-109v, 8 III, 153-153v, 10 I, 90-92v,11 I, 
60-64v, 66-72v; 11 II,185-187v, 317-318v, 319-319va 324-324v; 12 I, 184-186v; 12 II 244-249v, 
252-258v, 332-334v, 362-363v; 13 I, 126-127v; 13 II,199-200v; 14 II 219-222v, 223-225v, 278v-279v; 
22 185v; 45 II, 6-6v, 8v-9, 13v-14 120v-123. BRA, Cortes 562,175-176v; 566, 273-276v5 567, N.6 
BM, Add. Mss. 9860,103-105v。彼についての記事、Bianchi, G. O. Gnecchi-Soldi (Brescia, 1914). 
Carminati, S., P. Organtino Gnecchi Soldi (Casto, 1984). Cieslik, H., Father Organtino, The 
Missionary Bulletin 9 (1955) 186-193, 253-259. 
14 史料（尾原『キリシタン文庫』p.398より）Jap.Sin.11 I，60-64v, 12 II 359-360v, 45 II, 7. 
15 彼は天正遣欧使節に対する批判などを伝えるが、これについて、結城了悟は「ペドロ・ラモンと対話して」
(『キリシタンになった大名』聖母の騎士社：聖母文庫 1999年2月）で正確な分析を残した。 
16 本人による史料（尾原『キリシタン文庫』p.396より）Jap.Sin. 8 III, 153a，10 I，76-78v，10 II, 282-285v，
11 II，322-323v, 12 II 345-346v, 13 I, 20-21v 22-23v, 14 II, 219-222v, 223-225v, BRA, Cortes 566, 
281-282v, BM, Add.Mss. 9860, 103-105v. 
17 史料（尾原『キリシタン文庫』p.382よりJap.Sin. 7 I,241-243v, 8 I, 120-120v, 8 II, 109v-110, 9 I, 
























流血の殉教者」と評価した。（ローマイエズス会文書館、Jap.Sin. 58, 151v) 
 


















18 詳細は、結城了悟「伊東マンショの書簡」(『長崎談叢』長崎 1982 65輯 21-45)を見て頂きたい。 






































めた。1598 年の暮れか 1599 年の春に岬の教会へ移転した。旧長崎県庁の場所である。コレジオには
司祭や修道士が 50 名位いてコレジオの側には家が建てられ、セミナリヨの生徒 80 名余りが居住し
ていた。また同宿といって諸仕事や文書の作成、画学舎や付属印刷所の従事者がいて、同宿の身分
で印刷や活字の彫刻等の仕事を学んでいた者が 40 名位いた。この頃に印刷所が新築された23。  
 
20 1620年3月20日付コーロス書簡 Jap.Sin. 35, 138より拙訳。文末に史料写真を掲載。 
21 この分野の定番と言える、Satow Ernest M. Satow; The Jesuit Mission Press in Japan, 1591-1610, 
London,1888 (Tokyo 1926)。キリシタン印刷を日本の印刷全体でとらえた研究として、鈴木広光 『日本
語活字印刷史』 名古屋大学出版会 2015年2月が参考になる。 
22 青山 英夫「キリシタン版『太平記抜書』に関する覚書」上智大学紀要1992年11月p.32-33 










れた中浦ジュリアンの 3 人（千々石ミゲルは退会した）は、1608 年に本部の教会でセルケイラ司教に















Ir. Iñacia Kataoka, Rumiko “A vida e a Acão Pastoral de D. Luís Cerqueira, S.J., Bispo do Japão (1598-1614)”, Macau, 
1997 













川村信三 翻訳、ガブリエル・バスケス著「日本の倫理上の諸問題について」(Difficiliores casus, quorum resolutio 
in japonia desideratur)、中世思想原典集成２０ 近世スコラ学 （平凡社）2000年8月 pp.965-995 
川村信三『戦国宗教社会=思想史』、知泉書館、2011年6月 
 
24 最近の研究として、郭南燕編 『キリシタンが拓いた日本語文学』 明石書店 2017年9月 
 デ･ルカ･レンゾ:長崎のイエズス会本部とその影響 
11 
キリシタン文化研究会編『キリシタン研究』第10輯、吉川弘文館、昭和40年3月 
五野井隆史『日本キリシタン史の研究』、吉川弘文館、平成14年11月 
デ・ルカ・レンゾ「秋月のダミアン書簡に現れるイルマンの人物像」(『長崎談叢』第九三号、2004年) 
デ・ルカ・レンゾ「識別に生きたキリシタン大名、高山右近」―和田・荒木家との葛藤―（『キリシタン文化研
究会会報』135 号、2010年5月） 
林田明著『スピリツアル修行の研究』影印・翻字篇、風間書店、昭和50年3月 
ペトロ・ゴメス『イエズス会日本コレジヨの講義要綱』Ⅲ、尾原悟編著、教文官、1999年11月 
ヴァリニャーノ，松田毅一訳、『日本巡察記』、桃源社、昭和40年3月 
ロペス・ガイ著 井手勝美訳『十六世紀キリシタン史上の洗礼志願期』、1973年3月片岡弥吉、『日本キリシタ
ン殉教史』、時事通信社、1979年 
牧英正『人身売買』、岩波新書（青版）801、1971年10月 
結城了悟、イルマン・ロレンソの死」、『長崎談叢』55号、長崎、1〜12頁 
結城了悟「伊東マンショの書簡」、『長崎談叢』65号、長崎、1982年、21〜45頁 
結城了悟「天正少年使節についてペトロ・ラモンの手紙」、『長崎市立博物館館報』18号、長崎、1977年、1〜
20頁 
結城了悟「有馬のセミナリョ 1595年－1614年」、『キリシタン研究』第21輯、吉川弘文館、1981年10月 
結城了悟『イルマン』、日本二十六聖人記念館、長崎、2001年 
結城了悟『ロレンソ了斎』平戸の琵琶法師、長崎文献社、2005年4月 
 
